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昭和20-30年代に採集され
た貝類の一部

500種類が生息。うち200種
はごく普通に見られた



Tsuchi (1959)、土(1964)

・1958年に湾内13カ所、海岸3カ所で軟体動物

相を調査

・湾内の調査では死貝を含め131種、生貝43種

を記録

・御浜前の10 m以浅の場所で1/50 m2当たり生
貝16種、43個体を記録



プロジェクトの目的

・かつて有数の生物多様性を誇った 戸田湾 御浜海域

の環境再生

・再生の第一段階は、「なぜ、貝が激減したのか」

第1回調査：2007年10月24-25日

第2回調査：2008年3月9-10日

第3回調査： 6月16-17日

第4回調査： 8月30-31日

・ 貴重な過去の情報がある（500種類の貝類）



突堤、潜堤 ・

流況

水質・底生生物

潮間帯生物

付着生物

調査地点と項目



水質環境
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多項目水質計 Hydrolabo Quanta 



水温の鉛直分布



塩分の鉛直分布



比重の鉛直分布



酸素飽和度の鉛直分布



St. 1の環境



St. 5の環境



水質環境まとめ

・夏（８月末）表層で成層はしていたが、比重の
鉛直分布はほぼ均一：成層はしていない

・にもかかわらず底層で溶存酸素が低下してい
た：流動がほとんどない？



底質(酸化還元電位 Eh mv）
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※ 電極直読値

御浜奥部と湾口部で、底泥が還
元化している。

Station

1 2 3 4 5

水深（m） 14.0 4.3 2.7 6.2 11.3

泥温 (℃) 21.2 21.0 21.5 21.1 20.8

ORP (mV) (※)ORP (mV) (※)ORP (mV) (※)ORP (mV) (※) -268 -261 -211 -326 -365

Eh -59 -51 -2 -117 -155
※※※※



Ｓｅａ　ｂｏｔｔｏｍ St.1 St.2 St.3 St.4 St.5

median (μm) 367.4 372.9 239.0 320.5 452.9

Inter tidal zone St.1-i St.2-I St.3-I St.4-I St.5-I

median (μm) 436.3 372.9 425.8 545.0 526.7

海底

中央粒径値
(μm)

潮間帯

中央粒径値
(μm)

底質粒度分析
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1-i

2-i

3-i

4-i

5-i

・ 突堤の両側（Sｔ.3 & 4) では、中央粒

径が小さい。

St.2以外では、潮間帯は粗い



3-i
4-i

Pier

潮間帯底生生物

生物量は多い

死殻が多い

近傍海域に貝の発生場がある

・

生物量は少い



潮間帯付着生物

S-1

S-3



潮間帯付着生物
桟橋桟橋桟橋桟橋 御浜西端御浜西端御浜西端御浜西端のののの護岸護岸護岸護岸

和名和名和名和名 学名学名学名学名 上部上部上部上部 中部中部中部中部 下部下部下部下部 中部中部中部中部 下部下部下部下部
海綿動物 海綿動物 海綿動物 海綿動物 PoriferaPoriferaPoriferaPorifera ダイダイイソカイメンダイダイイソカイメンダイダイイソカイメンダイダイイソカイメン Halichondria japonica rrrr ++++

クロイソカイメンクロイソカイメンクロイソカイメンクロイソカイメン Halichondria okadai ++++ ++++
刺胞動物 刺胞動物 刺胞動物 刺胞動物 CnidariaCnidariaCnidariaCnidaria クロガネイソギンチャククロガネイソギンチャククロガネイソギンチャククロガネイソギンチャク Anthopleura kurogane rrrr

タテジマイソギンチャクタテジマイソギンチャクタテジマイソギンチャクタテジマイソギンチャク Haliplanella lineata rrrr
触手動物 触手動物 触手動物 触手動物 TentaculataTentaculataTentaculataTentaculata フサコケムシフサコケムシフサコケムシフサコケムシ Bugula neritina rrrr

チゴケムシチゴケムシチゴケムシチゴケムシ Watersipora suboboidea ++++
軟体動物 軟体動物 軟体動物 軟体動物 MolluscaMolluscaMolluscaMollusca ヒザラガイヒザラガイヒザラガイヒザラガイ Acanthopleura japonica rrrr

ウノアシウノアシウノアシウノアシ Patelloida saccharina lanx rrrr
ヨメガカサヨメガカサヨメガカサヨメガカサ Cellana toreuma ++++ rrrr
マツバガイマツバガイマツバガイマツバガイ Cellana nigrolineata rrrr
コモレビコガモガイコモレビコガモガイコモレビコガモガイコモレビコガモガイ Lottia tenuisculpta rrrr
イシダタミイシダタミイシダタミイシダタミ Monodonta labio confusa rrrr
ヘソアキクボガイヘソアキクボガイヘソアキクボガイヘソアキクボガイ Chlorostoma turbinatum rrrr
クマノコガイクマノコガイクマノコガイクマノコガイ Chlorostoma xanthostigma rrrr
オオヘビガイオオヘビガイオオヘビガイオオヘビガイ Serpulorbis imbricatus rrrr
イボニシイボニシイボニシイボニシ Thais (Reishia) clavigera ++++ ++++ ++++
カラマツガイカラマツガイカラマツガイカラマツガイ Siphonaria japonica rrrr
カリガネエガイカリガネエガイカリガネエガイカリガネエガイ Barbatia virescens rrrrrrrr
ムラサキイガイムラサキイガイムラサキイガイムラサキイガイ Mytilus galloprovincialis rrrr
ムラサキインコムラサキインコムラサキインコムラサキインコ Septifer virgatus cccc
ヒバリガイヒバリガイヒバリガイヒバリガイ Modiolus nipponicus rrrr ++++
マガキマガキマガキマガキ Crassostrea gigas cccc cccccccc rrrr
ケガキケガキケガキケガキ Saccostrea kegaki cccc cccccccc

環形動物 環形動物 環形動物 環形動物 AnnelidaAnnelidaAnnelidaAnnelida エゾカサネカンザシエゾカサネカンザシエゾカサネカンザシエゾカサネカンザシ Hydroides ezoensis rrrr
ヤッコカンザシヤッコカンザシヤッコカンザシヤッコカンザシ Pomatoleios kraussii cccc cccc

節足動物 節足動物 節足動物 節足動物 ArthropodaArthropodaArthropodaArthropoda カメノテカメノテカメノテカメノテ Capitulum mitella cccc
イワフジツボイワフジツボイワフジツボイワフジツボ Chtamalus challengeri cccc
サンカクフジツボサンカクフジツボサンカクフジツボサンカクフジツボ Balanus trigonus rrrrrrrr
アカフジツボアカフジツボアカフジツボアカフジツボ Megabalanus rosa rrrrrrrr
クロフジツボクロフジツボクロフジツボクロフジツボ Tetraclita japonica rrrr rrrr
ユビナガホンヤドカリユビナガホンヤドカリユビナガホンヤドカリユビナガホンヤドカリ Pagurus dubius rrrr

棘皮動物 棘皮動物 棘皮動物 棘皮動物 EchinodermataEchinodermataEchinodermataEchinodermata ヤツデヒトデヤツデヒトデヤツデヒトデヤツデヒトデ Coscinasterias acutispina rrrrrrrr
脊索動物 脊索動物 脊索動物 脊索動物 ChordataChordataChordataChordata シロボヤシロボヤシロボヤシロボヤ Styela plicata rrrrrrrr



潮間帯の軟体動物：1958年の調査報告との比較
和名和名和名和名 学名学名学名学名 本研究本研究本研究本研究 土土土土((((1959195919591959))))
ヒザラガイヒザラガイヒザラガイヒザラガイ Acanthopleura japonica ●●●●
ウノアシウノアシウノアシウノアシ Patelloida saccharina lanx ●●●●
ヨメガカサヨメガカサヨメガカサヨメガカサ Cellana toreuma ●●●● ●●●●
マツバガイマツバガイマツバガイマツバガイ Cellana nigrolineata ●●●● ●●●●
コガモガイコガモガイコガモガイコガモガイ Lottia tenuisculpta ●●●●
ベッコウザラベッコウザラベッコウザラベッコウザラ Cellana eucosmia ●●●●
ヒメコザラヒメコザラヒメコザラヒメコザラ Patelloidea pygmea ●●●●
クロヅケガイクロヅケガイクロヅケガイクロヅケガイ Diloma suavis ●●●●
ウズイチモンジウズイチモンジウズイチモンジウズイチモンジ Trochus rota ●●●●
イシダタミイシダタミイシダタミイシダタミ Monodonta labio confusa ●●●● ●●●●
ヘソアキクボガイヘソアキクボガイヘソアキクボガイヘソアキクボガイ Chlorostoma turbinatum ●●●●
クマノコガイクマノコガイクマノコガイクマノコガイ Chlorostoma xanthostigma ●●●●
ウラウズガイウラウズガイウラウズガイウラウズガイ Astralium haematragum ●●●●
オオヘビガイオオヘビガイオオヘビガイオオヘビガイ Serpulorbis imbricatus ●●●●
イボニシイボニシイボニシイボニシ Thais (Reishia) clavigera ●●●● ●●●●
イソニナイソニナイソニナイソニナ Pisania ferrea ●●●●
カラマツガイカラマツガイカラマツガイカラマツガイ Siphonaria japonica ●●●●
カリガネエガイカリガネエガイカリガネエガイカリガネエガイ Barbatia virescens ●●●●
ムラサキイガイムラサキイガイムラサキイガイムラサキイガイ Mytilus galloprovincialis ●●●●
ムラサキインコムラサキインコムラサキインコムラサキインコ Septifer virgatus ●●●●
ヒバリガイヒバリガイヒバリガイヒバリガイ Modiolus nipponicus ●●●●
マガキマガキマガキマガキ Crassostrea gigas ●●●●
ケガキケガキケガキケガキ Saccostrea kegaki ●●●●



まとめ

1. 御浜における生態系の異常は、海水の流動・上下混合が

きわめて悪いことに起因する「海底の低酸素化が原因」と推

測できる。

2. 一方、表層の水質は良好であることは、海底の異常が海水

の悪化に由来するものではないことを示している。突堤、潜堤

などの構造物による流動の悪化が、有機物、微細鉱物の運

搬・除去を阻んでいる。

3. 貝類の死殻の豊富さは、親個体群が近傍水域に確保され

ていることを示している。底質性状の改善により、生物多様性

の回復は相当程度可能と考えられる。


